
平成 1 6 年度大阪大学総合技術研究会参加報告

新美 治利 ( 三重 大 学工 学部技 術部)

平成 1 7 年 3 月 3 日 ,
4 日 の 両 目

,
大 阪大 学吹 田 キ ャ ン パ ス に お い て 開 催 され た ､

｢ 平 成 1

6 年度大 阪 大学総合技 術研 究会｣ に 参加 し ､ 様 々 な 情報 を得 る こ と が 出 来た の で ､
そ の 概要

に つ い て 報告する ｡

技術研 究会は 昭 和 5 1 年に 分子 化 学研 究所 か ら始 ま り , 高 エ ネ ル ギ
ー

研 究所 ､
核 融合科学

研 究所 の 3 研 究所 で 開催 され て き た . 今 日 で は ､
3 研 究所 に 加 え て 各 大 学 で も 開催 さ れ る よ

うに なり ､ 今 回 で 3 0 回 目 を迎 える ｡

総合技 術研 究会 と し て は ,
前 回

,
平成 1 4 年東京 大 学 以 来で ある . 規模 大 きく ,

8 つ の 分

科会及 び ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に 対 し 2 4 2 件発 表 参加 ( 表 参照) が あ り ､
大 阪 大 学吹 田 キ ャ ン

パ ス を会場 と して 行 わ れ た ｡
ま た

,
全 国 の 大 学 ( 4 4 校) ､ 高専 ( 1 7 校) , 研 究機 関 ( 1 0 機 関)

お よび メ
ー カ ( 3 社) か ら 6 7 4 名 の 参加 が あ っ た o

なお
､
三 重 大学 か らは ､

2 件 ( ポ ス タ ー

)

の 発表 お よび 1 1 名 の 参加 が あ っ た ｡

ポ ス タ ー

発 表 で , 情報 シ ス テ ム グ ル
ー プ 4 名 の 連名 ( 発 表 者 中 村 勝 ,梅 田 直 明 , 新美治利 ,

平山 か ほ る) で ｢ 業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム の 開発 と運 用｣ と題 し て 行 わ れ た ｡
発 表 で は

､
技

術部業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム の 開 発 手 順 と して ､ 要件 の 明確化 ､
デ ー

タ ベ
ー

ス 設 計 ･ 作成 ､

シ ス テ ム の 運 用 を行 う サ
ー バ 設 定 ､

w e b 画 面 ,
プ ロ グ ラ ミ ン グ

､
試 験運 用

,
トラ ブ ル

･ セ キ

ュ リ テ ィ チ ェ ッ ク , 機 能 追加 に つ い て 説 明 し ､
5 月 よ り 運 用 を 開 始 し た シ ス テ ム の 運 用 管理

状況 の 説 明 ま た ､ 業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム と グ ル
ー プ ウ エ ア の 連携 に つ い て 紹 介 し た ｡ 発

表会場 で は ､ 他大 学等 の 方 と情報 交 換が で き ､ 有意義な情報得る こ とが で き た ｡

同 じく ポ ス タ
ー

発 表 で は , 計測 制 御 グ ル ー プ 3 名 の 連名 ( 発 表 者 山本 好弘 ,
福永千佳 己 ､

山本み どり) で ｢ Vis c o u s fi n g e ri n g 計測 シ ス テ ム の 開発｣ と題 して 発 表 が 行 われ て い た .

表 分科会別 の 発 表件数

分科会 分 野 名 口頭 発表 件数 ポス タ
ー セ ッ シ ョ ン

1 工 作技 術 . ガ ラ ス 工 作技術 2 8 5

2 装置技 術 1 7 3 0

3 回路 . 計測 . 制 御技術 1 7 1 7

4 極低温技 術 1 3 3

5 情報 . ネ ッ トワ
ー ク 技術 2 8 1 9

6 生物技術 8 5

7 分析 . 評価技術 9 2

8 教育実験 . 演習 . 実 習指 導技 術 1 8 2 3

合 計 l 3 8 1 0 4

-

7 5
-


